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吉田キャンパスで古代米づくりに挑戦！－第 8回公開授業を開催しました－

　山口大学埋蔵文化財資料館では、 考古学や埋蔵文化財、 山口大学構内遺跡の調査研究成果を地域の皆様に身近
に感じていただくことを目的として、 平成 13 年度から公開授業を開催しており、 今年度で 8 回目となります。
　今年度の公開授業は一昨年、 昨年に引き続き日本のお米のルーツとされる赤米をつくり、 土器で炊いて食べてみると
いう内容です。 今回は吉田キャンパスにある山口大学農学部附属農場と共催で、 延べ４回に渡って行い、 小学生 5 人、
保護者 ・ 一般 ・ 教育学部学生など 21 名、 総勢 26 名の皆様に参加していただきました。

5 月 24 日 （土）－田植え－
　農学部技術専門職員の長砂さんに代かきをしていただいた水田で田植えをしました。 泥で足元がぬかるんで大変でした。

7 月 19 日 （土）－草取り－
　稲は約 50 ～ 60 ㎝に成長しました。 水田には一面に 「コナギ」 を中心とする雑草がびっしりと生えていて、 田んぼの
栄養分を取られてしまったことなどから、 稲は葉がやや黄色く栄養不足のようでした。 しかし、 参加者の皆さんで力を合
わせてきれいに草をとることができました。

9 月 20 日 （土）－収穫－
　昨年同様、 今年も大きな台風が来なかったため、 秋晴れの晴天の中、 無事に収穫を迎えることができました。 最終的
に稲は長さ約 90 ～ 110 ㎝にまで成長しました。 収穫には参加者の皆さんが製作した貝庖丁や模造した石庖丁、 木包丁
などを使って穂摘みをし、 残りは鎌で根刈りをしてはぜ架けをしました。

10 月 4日 （土）－脱穀 ・籾すり、 赤米を食べる－
　足踏み脱穀機による脱穀や唐箕による選別を体験した後、 箸こぎ、 臼と杵による籾すり、 てみとザルによる選別を体験
しました。 大変手間がかかるうえ、 根気も必要なので、 参加者の皆さんも最後にはかなり疲れてしまいました。 なお、
収穫量は玄米で約 11.4kg となり、 昨年 （約 8kg） よりもやや多くなりました。
　お昼には土器で白米 4 合に赤米 0.5 合を混ぜたご飯と赤米のみ 3 合のご飯を炊きました。 赤米だけを使ったご飯は
やや硬かったものの、 炊きたては大変美味しく甘みがありました。 このほか、 おかずにはアユの塩焼きや磯鍋、 モクズガニ
のスープ、 シジミのすまし汁をつくりましたが、 これらも大変美味しく大好評でした。

公開授業を終えて
　今回の公開授業について、 参加者からは「古代米をつくることを通じて様々な体験をすることができ、 とても勉強になり
ました」 「籾すりをして赤米がでてきた時には単純にうれしかった」 「土器で炊いたお米は本当においしかったです」 など
の声が寄せられました。 参加者の皆さんには、 米作りの歴史や大変さを実際の体験を通して学んでいただくことができ
ました。 また、 今回は水田に雑草が非常に多かったこと、 稲の生育にこれまで以上のばらつきがあったことが印象的で
した。 今年度も盛況のうちに公開授業を無事終了することができ、 館員一同心より御礼申し上げます。
　来年度も埋蔵文化財資料館では古代米づくりに挑戦する予定です。 どうぞご期待ください！ 　　　　　　　　　　　　（田畑直彦）
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2008 年 秋 埋蔵文化財資料館の活動
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10 月

９月 9/2（火）～ 9/5（金）
　　　　  吉田構内国際交流会館（吉田遺跡）にて立会調査を実施。
9/8（月）～ 9/19（金）
　　　　　「NPO 法人子どもとともに山口県の文化を育てる会」との共催展示
　　　　　心をかたちに～子どもたちの粘土の未来『野焼き体験・古代人に挑戦』
　　　　　を開催（於：山口県庁ロビー）
9/20（土）第８回公開授業『古代人の知恵に挑戦！古代のお米をつくってみよう 3』
　　　　　第３回授業（収穫）開催。受講者 11 名。

10/4（土）第８回公開授業『古代人の知恵に挑戦！古代のお米をつくってみよう 3』
　　　　　第４回授業（脱穀・古代米を食す）開催。受講者 19 名。

10/7（火）吉田構内国際交流会館（吉田遺跡）にて立会調査を実施。
10/10（金）第 25回企画展『ロマン発見～考古学者の筆～』終了。入館者総数214名。

11/1（土）～ 11/28（金）
　　　　　「山口考古学フォーラム」との共催展示
　　　　　山口考古学フォーラム第１回巡回展示『やまぐち復元～古墳時代の食卓』
　　　　　を開催（於：埋葬文化財資料館展示室）。入館者総数215名。
11/7（土）医学祭にて出前展示『太古の技術革新～やよいどき登場～』を開催。
　　　　  （於：医学部キャンパス霜仁会記念会館 1階ロビー）観覧者総数 70 名。
11/15（土）常盤祭にて出前展示『わたしの仕事展』を開催。
　　　　　（於：常盤キャンパス D講義棟 1階ロビー）観覧者総数 160 名。

11 月

第 8回公開授業（収穫）の模様

共催展示『やまぐち復元～古墳時代の食卓』模様

山口県内の博物館紹介 vol.15

お問い合わせ先

ながと歴史民俗資料室
〒759-4101

長門市東深川 2660-4
（長門市教育委員会庁舎内）

Tel 0837-23-3703

日置歴史民俗資料館
　日置歴史民俗資料館は、 旧日置町の歴史を今に留める資料館として、 昭和 56 年 7 月にオープンしました。

1 階中央には、 県の史跡に指定されている峠山窯跡から出土した須恵器、 雨乞台遺跡から出土した石器類等、

考古学資料が展示されており、 壁には旧日置町の史跡を紹介するパネルが展示されています。 2 階には農耕具

や漁業具、 生活用具等の民俗資料が展示され、 それらの道具の使い方が

わかるイラストも置かれているため楽しく学ぶことが出来ます。 それでは、 日置

歴史民俗資料館の見どころを文化財保護指導員の岡藤正作さんに伺って

みましょう。

( 質問 )県指定の史跡、峠山窯跡の須恵器が充実していますね。

岡藤「この窯は、なんらかの事故のために須恵器を焼いている途中に窯が崩れてしまった

と言われています。窯の手前側からは良く焼けた土器が多く出土しますが、奥側から出土

する土器は生焼けであることがその根拠です。端から順に窯の手前側から出土した須恵器

を置いて、須恵器の出土場所と焼け具合との関係が良くわかるように展示しています。」

(質問 )保存状態の良い民具が多く、種類も豊富ですね。

岡藤「昭和 53 年、農耕具の機械化が進んだため、長門市内の多くの民家で納屋が取り壊

されました。それに伴って多くの民具を寄贈いただきました。農耕具を中心に、漁業具の

一部や生活用具など多岐に渡っています。下駄の花尾を取り付ける際に用いる道具、蓄音機

など珍しい物もありますが、特に見ていただきたいのは捕鯨に用いた漁業具なんです。

長門市、特に青海島は鯨と共に生きてきた町で、鯨漁が生活を支えていました。ですから、

これらの捕鯨具には人々の思いが詰まっているんです。また、当館では長門一帯の鯨漁を

取り仕切っていた津和野の資本家である堀家の文書も所蔵しており、鯨を捕ってから販売

するまでの詳細な記録が残っています。」

　日置歴史民俗資料館は長門古市駅 (JR 山陰本線 ) から徒歩 10 分の距離で、

付近にある長門市役所日置支所が目印です。 来館の際、 資料館隣の日置

農村環境改善センターへ連絡することで自由に見学することが出来ます。 峠山

窯跡出土の須恵器、 長門市を支えてきた捕鯨具など、 ここでしか見ることの

出来ない貴重な資料を是非ご覧下さい。  　　　　　　　　　　（藤野好博）

展示解説をしていただいた岡藤さん　

日置歴史民俗資料館　外観




